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避 難 所 運 営 の 全 体 像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開  設 

（発災当日） 

運  営 

（２日目～３週間）  

避難所の閉鎖に 

向けて 

 【活動方針】 

① 避難者の生活再建に向けた支援が中心になります。 

② 学校教育の再開に向けて協力します。 

③ 避難所の縮小・統合・閉鎖に向けた支援を行います。 

 【活動方針】 

① 運営部を中心に避難所運営マニュアルに基づき、避難者

が協力して避難所の運営を行います。 

② 避難者の数や要望などに応じて、適宜運営体制を見直し

ます。 

※ 避難所運営キットを利用します。 

  キットは体育館ステージ右奥に設置されています。 

 【活動方針】 

① 避難所の安全確認し、避難所運営委員会を設置します。 

② 傷病者・避難行動要支援者の避難を優先します。 

③ 避難者を落ち着かせ、避難所に誘導します。 

※ 避難所開設キットを利用します。 

  キットは体育館ステージ右奥に設置されています。 
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開設（発災当日） 

１．避難・参集 

（１）避難・参集基準 

 ①避難所運営委員会 

  避難所運営委員会の各役員は、自らおよび家族の安全を確保し、地域におい

て必要な応急対応を実施した後、迅速に避難所へ参集します。 

  地域の被災状況によっては、地域の応急活動と避難所運営を両立するよう自

治会や自主防災組織などの体制を確保します。 

 ②自治会、マンション・集合住宅など 

  それぞれの地域や集合住宅などで居住者の安全確認や応急対応を行い、避難

が必要な場合、自治会、マンション・集合住宅などでまとまって避難します。 

（２）施設の解錠 

 ①学校時間内の発災 

  学校管理者が校庭、体育館及び校舎を避難所として開放します。 

 ②学校時間外の発災 

  自治会役員等や学校管理者のうち、最初に学校に到着した者が体育館を解錠

します。 

 

 長崎小学校の開校時間 

平 日    7:30～17:00 

 ※土・日・祝祭日及び長期休暇中においては、校庭・体育館の一般開放のみ。 

 

（３）避難者への安全確保の呼びかけ 

  避難所運営委員会の各役員は、避難者の安全を確保するため「落ち着いて行

動する」よう呼びかけます。 

 

２．避難所運営委員会の設置 

  避難所を円滑に運営するために『避難所運営委員会～組織と構成～』（Ｐ１０

～１９）を参照のうえ、避難所運営委員会を設置します。 
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３．避難所の点検と避難者の誘導 

（１）施設の安全点検と避難者の一時待機 

  「施設の安全点検シート」（Ｐ２１～２２）に基づき、避難者の協力を得て

施設の安全点検を行います。既に避難者がいる場合は、安全な校庭で一時待機

するよう呼び掛けます。 
 

（２）体育館避難スペースの確保 

  避難者の協力を得て、体育館の落下物・散乱物などの除去を行い、避難スペ

ースを確保します。室内には、最低限車椅子が通れる幅 1.0ｍを確保します。 
 

（３）避難者の誘導 

 ①避難者の受付 

  避難所の安全が確認されたら避難者を避難所内に誘導します。避難所の誘導

に当たっては、受付を配置し避難者の人数を把握するとともに、「避難者世

帯名簿」（Ｐ２４）を配布して避難者名簿を作成します。 

 ②避難居室 

・まず体育館に避難します。 

・体育館が満員の場合、校舎の教室などを利用します。 

 ※ 利用する部屋は「長崎小学校教室配置図」（Ｐ2３）を参照 

・校舎を利用する場合は、避難者の協力を得て机、椅子、その他の散乱物な

どを片付けて居住空間を確保します。 

 ※ 利用できない部屋 

理科室、コンピュータ室、職員室、図書室、放送室、校長室、更衣室、

工具室、備蓄倉庫、保健室、音楽室、会議室。 

 ③避難行動要支援者への対応 

  体育館、校舎では避難行動要支援者向け避難居室を優先的に確保します。 

 ④ペット同行の避難者への対応 

  避難所運営委員会が指定する場所に指定する方法（Ｐ１８参照）において、

ペットを同行避難することができます。 

 ⑤市災害対策本部への状況報告 

  電話、ＦＡＸ、伝令などを用いて校舎の安全点検結果、避難者数や避難者の

状況などを報告し、今後の対応について協議します。 

呼掛－開 01 

呼掛－開 02 

様式－総 01 
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４．避難者の応急救護 

（１）負傷者への対応 

  応急医療薬品セットを活用し、避難者と協力して軽傷者の応急手当を行うよ

う支援します。 

  重傷者がいる場合は、消防署・市災害対策本部などへ連絡し医療機関への搬

送を要請します。 

 

（２）毛布、飲料水、食料の配布 

  避難者の協力を得て市から配布された物資を活用します。 

 

５．運営部の活動準備 

  各運営部は体制を整え活動内容や手順の確認など活動の準備を始めます。 

 

６．不測の事態への対処 

（１）体育館や校舎が避難所として利用できず、安全な避難所の確認ができない

場合 

 ①市災害対策本部から指示があるまでは校庭などの 

安全な場所で待機します。 

 ②市災害対策本部の指示により、避難者を別の避難所へ誘導します。 

 

（２）避難所周辺に延焼火災が発生した場合 

  避難所周辺において延焼火災が発生し、避難所の安全性を確保することがで

きなくなるおそれがある場合、市災害対策本部へ直ちに報告し、指示に従い最

寄りの広域避難場所（総合運動公園）などへ一時避難します。 

 

 

 

 

 

 

 

「要配慮者」と「避難行動要支援者」とは 

高齢者、障害者、乳幼児その他の特に配慮を要する人を「要配慮者」とい

い、そのうち、災害が発生し、又は災害が発生するおそれがある場合に自ら

避難することが困難な者で、その円滑かつ迅速な避難の確保を図るため特に

支援を要するものを「避難行動要支援者」と称します。 

呼掛－開 03 

呼掛－開 04 
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運営（２日目～３週間） 

避難所運営委員会の役割と主な活動 

避難所運営委員会は、避難者が安全で健康に配慮した避難生活を営み、迅速に

生活再建を図ることを目的として運営します。 

避難所運営委員会の組織は、役員会、運営部、避難者班から成り、それぞれの

役割と運営部の主な活動は次のとおりです。 

 

役 員 会 ・ 避難所運営委員会を統括し、運営部の活動調整を図り方針を作りま

す。 

・ 委員長、副委員長、各運営部長及び副部長から構成し、原則として

１日１回定期的に役員会議を開催します。 

・ 委員長は役員会を運営し、副委員長は委員長を補佐します。 

運 営 部 ・ 各部は役割に応じた活動方針をつくり、各部相互の協力を得て活動

します。 

・ 運営部は部長、副部長、部員（各避難者班からそれぞれ１～２名選

出）から構成し、活動を円滑に行います。 

避 難 者 班 ・ 運営部の活動に積極的に協力し、安全で健康的な避難生活を実施し

ます。 

・ 自治会・マンションなどの住民組織を単位に班編成を行います。少

人数組織の避難者は、相互に協力して班を編成します。 

・ 班は、約３０世帯を目途に構成します。 

 

運営部の活動内容 

部 の 構 成 活 動 の 内 容 

総 務 部 

役員会議の事務局、名簿作成、避難者配置、呼び出し・問い合わせ、

生活情報の管理、ボランティアの管理、その他（各部の担当外）の

事項など 

物 資 調 達 部 食料・水・物資の要請、調達、管理、配布、炊き出しなど 

救護・衛生部 
応急手当の支援、医療機関・福祉避難所などとの連携、要配慮者支

援、施設管理、トイレ・ゴミ、ペットの管理など 
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避 難 所 の 閉 鎖 に 向 け て 

１．避難者の意向調査 

① 総務部は、市と協力して避難者の生活再建に向けた意向調査を実施します。 

② 意向調査は、各世帯に次の事項を調査します。 

２．避難所の縮小 

  救護・衛生部は段階的に避難所利用スペースを縮小し、学校教育の再開に協

力します。 

３．避難所の統合 

① 避難者の状況を踏まえ、市災害対策本部と協力して学校教育の再開を目的

に避難所の統合を行います。 

② 避難所の統合に伴い避難所運営委員会を再編します。 

③ 総務部は、避難所の統合に伴い、新たに班編成を行い、避難者名簿を作成

します。 

④ 救護・衛生部は、必要に応じてボランティアの支援を受け避難行動要支援

者への支援を行います。 

 

４．避難所の閉鎖 

① 避難所運営委員会は、避難者の状況を把握し、市災害対策本部と協力して

避難所閉鎖に向けた準備をします。 

② 総務部は、避難者に向けて避難所閉鎖の広報をします。 

③ 救護・衛生部は、避難者の協力を得て、避難所の清掃を行い学校施設管理

者に施設を引き渡します。 

④ 避難所で保管していた書類や物資は市災害対策本部へ引き継ぎます。 

A) 住居の見通し（住居の修理、建替え、公営住宅などへの入居） 

B) 仮設住宅への入居希望 

C) 今後の生活見通し 
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避難所運営委員会の平常時の活動 

避難所運営委員会の各役員は、日頃から避難所運営訓練をはじめ防災講演会や

防災イベントなどを通じて防災意識の向上、知識の習得に努めます。 

また、原則年１回以上の避難所運営マニュアルの検証を行い、災害発生に備え

ます。 

 

役 員 平常時の役割 災害時の役割 

委員長 ・ 避難所運営委員会の開催と運営 

・ 避難所運営訓練の企画・主催 

・ 避難所運営マニュアルの検討と修

正 

・ 防災意識の向上・知識の習得 

・ 避難所運営委員会の開催と運営 

・ 避難所運営委員会の活動統括 

・ 市役所及び関係機関・団体との活

動調整 

副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

・ 避難所運営委員会の運営サポート 

・ 避難所運営訓練の実施推進 

・ 避難所運営訓練における運営部相

互の活動調整 

・ 避難所運営マニュアルの検証 

・ 防災意識の向上・知識の習得 

・ 避難所運営委員会の運営サポー

ト 

・ 運営部活動のサポート 

・ 運営部相互の活動調整 

・ 避難所運営委員会の活動企画 

 

住民 ・ 自治会及び自主防災組織に加入

し、避難所運営訓練の実施及び運

営に協力 

・ 防災意識の向上 

・ 避難所運営委員会の設置に協力 

・ 避難所運営の協力 

 

 

 

 

 

 

 

 

運営部の役割に 

ついて 
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第 2 部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長 崎 小 学 校 

避難所運営委員会 

～組織と構成～ 
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避難所運営委員会の組織と構成 

 

避難所運営委員会の組織 

 

 

（避難者班） 

  

 

 

 

長崎小学校避難所運営委員会の役員会構成 

              （役員会は会議室で行います。） 

役 員 構 成 員（自治会） 選出の考え方 

委 員 長 A 

＊別紙  

年度別輪番表のとおり 

・ 事前に各役員を全自治会役

員から選出することにして

いるが、避難所開設時に不

在の場合は、当該自治会か

ら代役を立てます。 

当該自治会から代役を立て

ることができない場合は、

避難者の中から選出しま

す。 

・ 各役員は、性別や資格、特

技などを考慮して選出しま

す。 

副 委 員 長 B・C 

運

営

部 

総 務 部 

部長 D 

副部長

E・F 

物資調達部 

部長 G 

副部長 

H・I 

救護衛生部 

部長 J 

副部長 

K・L 

委員長 A 

副委員長２名 B・C 

 

総務部 

部長 D 

副部長２名 E・F 

物資・調達部 

部長 G 

副部長２名 H・I 

救護・衛生部 

部長 J 

副部長２名 K・L 

（運営部） 

５班・・・ ４班 ３班 ２班 １班 

（
役
員
会
） 
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運営部の活動 

 

（１）役員会議の事務局事務  

① 役員会議の開催、資料作成、協議事項の整理などを行います。 

② 役員会議は原則として１日１回の定例開催とし、避難者、在宅避難者の確

認、各運営部及び市災害対策本部との活動調整、協議、方針決定などを行

います。 

③ 市災害対策本部への連絡事項を整理し、定時連絡を行います。  

 

（２）班編成の要請 

① 避難者に、避難所運営の基礎組織となる避難者班を編成するよう要請しま

す。避難者班は、食料・日用品の配布や情報伝達などの単位となります。 

② 避難者班は、自治会、マンション等を単位とし、３０世帯を目安として班

編成を行います。少人数の組織の避難者は、相互に協力して編成するよう

要請します。 

③ 班はリーダー、サブリーダー及び避難者の性別や資格、特技などを考慮し

て各運営部の担当者（１～２人／運営部）を定めます。 

 

（３）活動体制の周知 

・情報掲示板、チラシなどにより活動体制の周知を図ります。 

 

（４）受付の設置     「コミュニケーションボード」が用意されています。 

・受付を設置し避難者の受け入れ、外泊受付、来訪者の入退室管理などを行

います。また、コミュニケーションボードなどの情報交流手段を配備します。 

 

（５）避難者名簿の作成・管理 

① 避難者名簿の作成 

・避難所生活を円滑に営むために、避難者世帯名簿を班毎に 

 集計し避難者の名簿を作成します。 

・避難者の入退出は、名簿上で管理します。 

② 在宅避難者名簿の作成 

・避難所において食料等の配布数を把握するため、食料などを配布する機会

に在宅避難者の名簿を作成します。 

総 務 部 

様式－総 01 

様式－総 03 

様式－総 03 
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③ 名簿の管理 

・避難者などの名簿は文書、又は電子データで管理し、

避難所生活に関する使用以外には用いません。 

 

（６）生活ルールの周知 

① よりよい避難所生活を送るために、避難所生活のルールを定め周知を図り

ます。 

② 避難所での起床時間や消灯時刻などは、避難所運営委員会が定めます。 

 

（７）来客、問い合わせなどへの対応 

① 電話などによる問い合わせへの対応 

・電話の取りつぎ→電話の取りつぎは行わず、避難者へ伝言で連絡。 

・避難者の入所確認→名簿と照合し伝達。 

※名簿で氏名の公表を避けている場合は伝達しません。 

・安否情報の確認は、できるだけ「災害伝言ダイヤル（１７１）」、「災害用伝

言板」を活用するよう広報。 

② 来客への対応 

・あらかじめ訪問者面会室を用意し、避難者居室へは立ち入らないようにし

ます。 

③ 取材への対応 

・取材者に「取材者用受付用紙」を提出してもらい、原則、避難所運営委員

会が対応します。 

④ 郵便物・宅配便の取り次ぎ 

・受付を通して避難者へ直接手渡します。不在の場合は、受付で保管します。 

 

（８）相談窓口の設置 

  市災害対策本部などの協力を得て、要配慮者相談窓口、生活再建相談窓口な

どを設置し、避難者の生活相談にあたります。 

様式－総 0４ 

掲示－総 0１ 

掲示－総 04 

掲示－総 03、05 様式－総 09 

様式－総 10 

掲示－総 0７ 掲示－総 0８ 
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FAX 

ＭＣＡ無線 

電話など 

（９）市災害対策本部などとの情報連絡、生活情報の収集と広報 

① 避難所と市災害対策本部など相互の情報連絡を一元的に管理します。 

② 市災害対策本部などと連携して生活情報を収集し、情報掲示板・チラシ・

校内放送・ハンドマイク・ホワイトボードなどを通じて広報します。 

 

・避難所と市災害対策本部などとの情報連絡ルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１０）ボランティアの需要把握及び派遣要請 

  各運営部で必要なボランティアの需要を把握し、災害ボランティアセンター

（市社会福祉協議会）へ申請します。 

 

（１１）ボランティアの受付と配置 

① 派遣されたボランティアの名簿を作成し、管理します。 

② 直接来訪したボランティアは、流山市社会福祉協議会・災害ボランティア

センターで登録するよう指示します。 

 

（１２）夜間巡回の実施 

① 夜間の当直制度を設けて、交代で対応します。 

② 総務部が中心になり、当番制で避難所内の夜間巡回を行います。 

 

（１３）その他 

  物資調達部及び救護衛生部の担当ではない事項に関しては、各部の代表とし

て総務部が取り組みます。 

市災害対策本部 

消防署 

警察署 

その他 

関係各所 

総務部 

物資・調達部 

救護・衛生部 

（避難所運営委員会） 

様式－総 08 

様式－総 07 
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（１）備蓄物資の供給 

① 物資調達部は、備蓄倉庫から必要な物資を確保します。また、水道が使用

できない場合は、受水槽から飲料水を確保します。 

② 備蓄物資は、原則として班を通じて配布します。 

 

（２）市災害対策本部への物資の調達要請 

  避難者及び在宅避難者の状況に応じて飲料水・食料・物資の必要量を調査

し、市災害対策本部へ要請します。 

 

（３）物資の受入・保管・配布 

① 物資は到着しだい内容物、数量などを確認し用途に応じて分類し保管・配

布します。 

② 物資保管場所は必ず施錠し、鍵の管理は物資調達部長、委員長、施設管理

者に限定します。 

荷 降 ろ し 場 所  正門～新棟東側 

保 管 場 所  ひまわり学級 ２組 

配 布 場 所  新棟昇降口 

 

（４）食料の配布 

食料の配布は、次の要領で行います。 

配布・保管  場 所 
配布場所：旧棟昇降口 

保管場所：ひまわり学級 

配 布 時 間 原則、毎日定時 

配 布 方 法 
避難者 班単位 

在宅避難者 自治会、管理組合または個人 

全員に配布できない場合の原則 要配慮者を優先する 

災害時要援護者への配慮 事前に要望を把握し調達する際に要請する 

 

（５）炊き出しの実施 

  状況が整いしだい家庭科室又は、新棟旧棟間の広場において、炊き出しを実

施します。 

物 資 調 達 部 

呼掛－物 0１、０２ 

掲示－物 0１ 

様式－物 0３ 

様式－物 0１、０２ 
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（１）応急手当の支援 

① 応急医薬品セットなどを活用し、避難者と協力して軽傷者への応急手当を

行います。 

② 救護室は、体育館及び保健室を活用します。 

③ 必要に応じて市災害対策本部へ市販薬の調達を要請します。 

  

（２）救護所の利用 

 災害による負傷者などに対処するため、市が設置する救護所などを利用しま

す。 救護所は、被災状況などを踏まえて市が設置します。 

 

（３）医療機関への搬送要請 

  医療機関へ搬送が必要な場合、消防署・市災害対策本部などへ搬送を要請し

ますが、緊急時は必要に応じて避難者などが所有する自家用車などを活用して

医療機関へ搬送します。 

 

（４）要配慮者への対応    「コミュニケーションボード」が用意されています。 

① 要配慮者に配慮した生活環境をつくるため、要配慮者への移動介助を行う

とともに、コミュニケーションボードなどを活用します。 

② 市災害対策本部及び社会福祉協議会などへ介助ボランティアの確保の要請

をします。 

③ 必要に応じて福祉施設への緊急入所を支援します。 

④ 必要に応じて語学ボランティアの確保を市災害対策本部へ要請します。 

 

（５）避難所の危険箇所への対応 

① 学校管理者と協力して、ガラスの破損や壁の剥落な避難上の危険箇所を調

査し、危険個所の解消にあたります。 

② 必要に応じて市災害対策本部へ応急危険度判定士の派遣を要請し、判定結

果に基づき施設利用を検討します。 

救 護 衛 生 部 

掲示－救 0１ 

 

様式－救 02 

掲示－救 02 

 

様式－救 0１ 
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（６）避難行動要支援者向けスペースの確保 

避難所では、避難者相互の協力で避難行動要支援者世帯の居住スペースを確

保するよう配慮します。 

（７）トイレの設置 

① 既設トイレの活用 

・上下水道が維持されている場合は、体育館や校舎のトイレを避難者用に活

用します。 

・体育館や校舎のトイレの配水管が使用できない場合はトイレを封鎖し、簡

易トイレを使用します。 

・断水している場合は体育館や校舎のトイレの排水の可否を確認し、排水が

できるようなら、バケツ等を利用しプールの水を汲み置き、使用します。 

② 仮設トイレの設置 

・本部から分配のあった仮設トイレを避難者の男女比、防犯上の問題等を考

慮し、設置します。 

・不足する場合は、市災害対策本部へ調達を要請します。 

・トイレ用品の物資調達にあっては、高齢者・障害者などが使いやすいもの

とします。 

（８）プライバシーの確保 

① 男女更衣室、授乳室及びオムツ交換室を設置します。 

② 体育館のステージを使用する場合は、間仕切りなどで可能な限りプライバ

シーを確保します。（間仕切り板は、ダンボール、パネルなどを用いて作成

します。必要に応じて市災害対策本部へ調達を依頼します。） 

（９）利用スペースの確認・再配置 

  利用スペースについて、避難者の利用状況を確認し、必要に応じ再配置を要

請します。 

（１０）衛生管理    「食中毒予防ハンドブック」が用意されています。 

① 食品の衛生管理 

食品の衛生管理を徹底するために次の事項を実施します。 

・手洗い   ・消費期限・賞味期限の管理 

・生ゴミの適正処理  ・避難者へ食品衛生に関する情報の提供 

掲示－救０３～０７ 

 

掲示－救０８～１1 
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② トイレの衛生管理 

トイレは、毎日午前と夕方２回清掃します。 

③ 避難者居室の清掃 

各班、部屋ごとに清掃当番を設け、避難者が相互協力して清掃を行うよう

要請します。 

④ ゴミ処理 

・ゴミ集積所及び分別の広報を行います。 

・避難者各自が世帯単位で、ゴミを分別して所定の場所に置くよう広報し

ます。 

 

（１１）ペットの飼育 

① ペットは、犬や猫は遊具付近、小鳥やウサギ等の小動物は鳥小屋横に設置

します。その他の動物（爬虫類や両生類など）は、避難所が開設された時

に運営委員会で検討します。 

② ペットはゲージ内に入れ、或いはリードで繋ぎ、飼主の責任により飼育す

るよう要請します。 

③ 「ペットの飼育ルール」を広報し、周知徹底します。 

 

（１２）冷暖房設備などの調達・設置要望 

  市災害対策本部へ冷暖房設備、洗濯機など必要な設備の調達・設置を要請し

ます。 

 

（１３）自家用車を伴う避難者への対応 

① 自家用車を伴う避難は、避難行動要支援者を除き原則禁止します。 

② 仮に自家用車を伴い避難してきた場合は、自家用車を自宅の駐車場などへ

置いてくるよう所有者などへ要請します。 

掲示－救１２ 

 

掲示－救１3 

 

掲示－救１４～１７ 

 

掲示－救１8 

 

乗り入れできません 
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避難生活の長期化に伴う留意点 

 

避難生活が長期化した場合、各部は次の点に留意して活動します。 

運 営 部 活 動 の 留 意 点 

総 務 部 

① 生活のルールなど必要な見直しを図る。 

② 市と協力して生活再建に係る情報収集と広報を実施し、

生活再建に向けた窓口を設置する。 

③ イベント、レクリエーションなどを実施する。 

④ ボランティアの確保・配置・引き上げを行う。 

⑤ 避難所の子どもたちへの対応について勉強室の確保、子

どもの世話ができる人材の確保などを行う。 

物 資 調 達 部 

① 炊き出しにより温かい食事や汁物の追加献立を工夫し、

避難所の栄養管理に配慮します。 

② 避難所生活における物資の再調達・処分を行う。 

救 護 衛 生 部 

① 要配慮者の支援体制を確立し、適切な施設への移転を検

討する。 

② 避難者の精神的なケアについて、市と協力して専門家に

よる窓口を設置する。 

③ 市と協力して、感染症対策及び適正な室温維持のための

対策を行う。 
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第３部 資料編 

掲示物 ・・・ 「避難所生活のルール」などの掲示に使用します。 

  本文中の    印 です。   

 

 

様式   ・・・ 「市災害対策本部との連絡用」などに使用します。 

  本文中の    印です。    

 

 

 

呼び掛け文例  ・・・ 「避難者への呼び掛け」時に使用します。 

  本文中の    印です。    
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施設安全点検シート      

        

建物概要    

所在地          

建物名称          

管理者          

        

次の質問に該当するところに○をつけてください。         

質問１：建物周辺に地すべり、がけ崩れ、地割れ、墳砂、液状化などが生じましたか？ 

  Ａ．.生じていない       

  Ｂ．生じた        

  Ｃ．.ひどく生じた           

質問２：建物が沈下しましたか？あるいは、建物周辺の地面が沈下しましたか？ 

  Ａ．沈下していない       

  Ｂ．沈下は数ｃｍ程度と少ない      

  Ｃ．１０ｃｍ以上沈下した           

質問３：建物が傾斜しましたか？ 

  Ａ．見た目だけでは判らない      

  Ｂ．目で見てかすかに傾斜している      

  Ｃ．目で見て明らかに傾斜している         

質問４：建物の外壁が壊れましたか？ 

  Ａ．壁面にわずかな割れ目が生じている。壊れていない場合も含む     

  Ｂ．わずかな落下や目地（外壁のつなぎ目）      

  
Ｃ．壊れて部分的、あるいは大きく剥がれ落ちている。壁面全体にきれつが入っている。

又は、剥がれて落ちそうである。 

  
※バルコニーや看板などの高いところにある重量物が、ぐらぐらして落ちそうになってい

る場合は『Ｃ』とお答えください。 

質問５：建物の内壁は壊れましたか？ 

  Ａ．壊れていない。又はわずかなきれつが生じている     

  Ｂ．わずかな落下が生じている      

  Ｃ．壁が部分的あるいは大きく剥がれ落ちている         
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質問６：床が壊れましたか？ 

  Ａ．壊れていない       

  Ｂ．少し傾いている。下がっている      

  Ｃ．大きく傾いている。大きく下がっている。         

質問７：ドア・窓などが壊れましたか？ 

  
Ａ．壊れていない。又は、わずかなきれつ程度で、開閉には少々支障をきたす程度で

ある 
   

  Ｂ．ドア・窓がかなり開閉しにくい。又、角の部分にきれつが生じている     

  Ｂ．ドア・窓が開閉できない状態である。又は、著しく壊れている     

  ※この質問に『Ｃ』の回答はありません。         

質問８：天井や照明器具などが壊れましたか？ 

  Ａ．壊れていない       

  Ｂ．落ちそうになっている       

  Ｂ．『                         』が落下した     

  ※この質問に『Ｃ』の回答はありません。         

質問９：その他、目についた被害を記入してください。 

          

                

                

        

 判定 （集計結果）      

 Ａ 個      

 Ｂ 個      

 Ｃ 個      

        

質問にＣの答えが１つでもある場合は『危険』な状態です。Ｂの答えがある場合は『要注意』で

す。Ａのみの場合は安全です。 

状況が落ち着いてきたら専門家に相談しましょう。 
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倉

庫
事務室 玄関

倉

庫 ＷＣ

ひまわり１組

ＷＣ ＷＣ

１－２

　
６２㎡

ＷＣ ＷＣ

４－３
（普通教室）

６２㎡

ＷＣ ＷＣ

６－１
（普通教室）

６２㎡

＊ペットの飼育は、犬や猫は遊具付近、小鳥やウサギ等の小動物は鳥小屋横に設置。その他の動物

（特別支援学

級）

４－１
（普通教室）

６２㎡

▲

更

衣

室

▲職員室

▲

校

長

室

▲会議
室

▲

保

健

室

　流山市立長崎小学校教室配置図

体育館
＊避難所＊

給食室
《１Ｆ》

▲

放

送

室

（特別支援

学級）

ＷＣ 昇降口ＷＣ

６２㎡ ６２㎡

昇降口

▲理科室
（特別教室）

▲

準

備

室

▲

工

具

室

ひまわり２組

（特別支援

学級）

１－３ １－１
（普通教室）

《２Ｆ》

ＷＣ

（普通教室）

６２㎡ ６２㎡ ６２㎡

▲図書室
（特別教室）

２－３ ２－２ ２－１
▲コンピュー

タ室

３－２ ３－１

（普通教室） （普通教室） （普通教室） （普通教室）

あおぞら
（普通教室） （普通教室）

４－２

《３Ｆ》

ＷＣ

家庭科室
（特別教室）

３－４ ３－３

６２㎡ ６２㎡ ６２㎡ ６２㎡ ６２㎡

６－３ ６－２

《４Ｆ》

ＷＣ

▲音楽室
（特別教室）

準

備
室

５－３ ５－２ ５－１
（普通教室）

（爬虫類や両生類など）は、避難所が開設された時に運営委員会で検討。

荷
降
ろ
し
場
所

正
門

＊避難居室として利用できない部屋  ▲

（普通教室） （普通教室） （普通教室）

（普通教室） （普通教室） （普通教室）

（普通教室）

６２㎡ ６２㎡６２㎡ ６２㎡ ６２㎡

野々下さつき会
２－３

豊台
１－３

ゆたか
１－１

四季野
３－１

みどり台
４－２

泉
４－３

流山ハイツ

５－２

はやぶさの森

５－１

野々下わかば
６－３

名都野
６－２

役員会

物資保管

場所

物資配布場所

食糧保管

場所食糧保管配布場所

炊き出し

炊き出し

野々下第２
１－２

長崎

２－１

 

 



 24 

 

 



 

  長崎小学校避難所運営委員会の組織と構成（年度別輪番表）     別紙 

              

 運営部／年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

 委 員 長 A ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 
 副委員長 B ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ① 
 副委員長 C ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ① ② 
 総務部長 D ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ①  ④  ⑤  
 副 部 長 E ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ① ②  ③  ④  
 副 部 長 F ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ① ② ③ ④ ⑤ 
 物資調達部長 G ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ① ② ③ ⑤  ⑥  ⑦  
 副 部 長  H ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ① ② ③ ④ ⑥  ⑧  ⑨  
 副 部 長  I ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 
 救護衛生部長 J ⑩ ⑪ ⑫ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦  ⑩  ⑪  
 副 部 長  K ⑪ ⑫ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧  ⑨  ⑩  
 副 部 長  L ⑫ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ 
              

  ① 野々下わかば自治会  地区社会福祉協議会     

  ② 野々下第二自治会  民生委員     

  ③ ゆたか自治会         

  ④ みどり台自治会         

  ⑤ 四季野自治会         

  ⑥ 泉自治会         

  ⑦ 野々下さつき会自治会         

  ⑧ はやぶさの森自治会         

  ⑨ 豊台自治会         

  ⑩ 流山ハイツ自治会         

  ⑪ 長崎自治会         

  ⑫ 名都野自治会         

 



長崎小学校避難所の共通ルール 

１． この避難所は自宅が壊れるなどして、生活ができなくなった方

が一時的に避難生活をおくる場所です。また、この避難所は地

域の防災拠点です。避難所に避難して来た方だけでなく、在宅

避難者の支援も行います。 

２． 避難所は避難所運営委員会と避難者、地域住民が協力し合って

運営します。避難者の皆さんも、年齢や性別に関係なく運営に

協力してください。 

３． 破損した窓ガラスなど危険なものが散乱した部屋や「立入禁止」

と表示された部屋には入らないでください。 

４． 高齢者、障害者、乳幼児など「災害時要配慮者」への配慮をお

願いします。 

５． 避難者及び在宅避難者は世帯単位で避難者名簿に登録します。 

６． 居住スペースは,自治会単位/家族単位で区切って使用します。 

７． 居住スペースは土足禁止です。外部から避難所に戻る際には、

靴の泥などの汚れをよく落としてください。脱いだ履き物は各

自で保管します。 

８． 体調が悪くなったときには、すぐに申し出てください。また、

体調の悪い方をみかけたら救護衛生部に知らせてください。 

掲示－総 02 



９． 犬や猫などのペットを人間と同じ居住スペースに入れること

はできません。避難所運営委員会が指定する場所で飼い主が飼

育・管理をしてください。 

１０． 学校の敷地内は禁煙です。喫煙は学校敷地外の決められた場

所で行ってください。また、飲酒も控えてください。 

１１． 食料等が不足する場合は、要配慮者に優先して配給を行いま

すので、ご協力ください。 

１２． ベビーフード、粉ミルク、おかゆ、紙おむつ等 

の配布は物資調達部に相談してください。 

１３． 消灯は午後９時３０分です。 

１４． トイレや共有スペースの清掃は避難者が交替で行います。 

１５． ゴミは分別して指定場所に各自が出してください。 

１６． 携帯電話は居住スペースではマナーモードにしてください。

通話は居住スペース外でしてください。 

１７． 他の避難所、自宅、友人宅等に移る際は必ず総務部に退所届

を出してください。 

１８． 分からないことや困ったことがあったときには、総務部に相

談してください。 

長崎小学校避難所運営委員会・総務部 



  



 

 

  

避
難
所
内
で
の

 
カ
メ
ラ
取
材
禁
止 

長
崎
小
学
校
避
難
所
運
営
委
員
会
・
総
務
部 

掲示－総 03 



 

  

訪問者面会室 

長崎小学校避難所運営委員会・総務部 

掲示－総 04 



取 材 を さ れ る 方 へ 

 避難所内にて取材を行う場合には以下の点に注意くださるようお願いします。 

１．避難所内では身分を明らかにしてください。 

避難所内では、腕や上腕の見やすい位置に必ず「取材者バッジ」

や「腕章」を着用してください。 

２．避難者のプライバシーの保護にご協力ください。 

（1）避難所内の見学の際には、担当者の指示に従ってください。  

（2）原則として見学できる部分は、避難所の共有部分のみです。 居住スペースや

避難所の施設として使用していない部分については立ち入り禁止とします。 

（3）避難所内の撮影や避難者へインタビューする場合には、必ず避難者本人及び担

当者の許可をとってください。 特に避難者の了解なしに、勝手にインタビューを

行ったり、カメラを向けたりすることは慎んでください。 

３．取材に関する問い合わせは避難所運営委員会・総務部へお願いします。 

 （1）取材を行う場合、避難所受付で「取材者用受付用紙」に必要事項を記入し提

出してください。 

 （2）本日の取材内容に関する放送日や記事発表の予定に変更が生じた場合には、

下記の連絡先まで連絡をお願いします。 また、本日の取材に関する質問などにつ

きましても同様に下記連絡先へお問い合わせください。 

 

  

〒270-0135 千葉県流山市野々下２−１０−１  

長崎小学校避難所運営委員会・総務部 

電話番号  ０４－7１４５－２１１１ 
 

掲示－総 05 
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要配慮者相談窓口 

長崎小学校避難所運営委員会・総務部 

掲示－総 07 



 

生活再建相談窓口 

長崎小学校避難所運営委員会・総務部 

掲示－総 08 



 

  

 

避難所内のルール 

通話禁止 

喫
煙
禁
止 

長崎小学校避難所運営委員会・総務部 

よろしくね! 

土足禁止 

火気使用禁止 

飲
酒
禁
止 

ペット持ち込み禁止 

掲示－総 01 



 

 

 
 

  

設置しています 

長崎小学校避難所運営委員会・総務部 

コミュニケーション支援ボードとは知的障害のある方、自閉症などの発達障害のある方、聴覚障害のある方のほか外国人や高

齢者の方などが、言葉ではうまく意思や状況を伝えられない場合にボードにある絵や文字を指さしして使用するボードです。 

掲示－総 0９ 



 



掲示－物 0１ 

食品・物資などの配分方針 

①  食料、水、物資などは公平に配分します。  

②  数量が不足する物資などは、要配慮者（高齢者、障害者、

乳幼児、その他特に配慮をようする方）

に優先して配布します。  

③  食料、物資の配布は、避難者班の代表者の方にお渡ししま

すので、各班内で配分してください。  

④  物資などの配布は、原則、毎日  時頃に、場所は 

      で物資調達部が配布しますので秩序を保って

運営委員の指示に従い、受領してください。  

⑤  配布する物資などの内容、数量は、放送などで

避難者へ伝達します。  

⑥  各自が個別に必要な物資などは避難所運営委員会・物資

調達部に申し込んでください。在庫がある場合はその場で

お渡しします。在庫がない場合は市本部へ要請しますので

入ってきたかは各自で窓口に確認しに来てください。  

 

長崎小学校避難所運営委員会・物資調達部 



 

救 護 室 

長崎小学校避難所運営委員会・救護衛生部 

掲示－救０１ 

First aid 
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ト
イ
レ 

長崎小学校避難所運営委員会・救護衛生部 

掲示－救０3 

 



 

  

長崎小学校避難所運営委員会・救護衛生部 

掲示－救０4 

 



 

  

ＴＯＩＬＥＴ 

長崎小学校避難所運営委員会・救護衛生部 

掲示－救０５ 

 



 

  

ＴＯＩＬＥＴ 

長崎小学校避難所運営委員会・救護衛生部 

掲示－救０６ 

 



 

  

トイレ断水中 

便袋を使用またはプールの 

水を運んで来て使ってください。 

長崎小学校避難所運営委員会・救護衛生部 

掲示－救０7 

 



 

  

長崎小学校避難所運営委員会・救護衛生部 

男性用 

更衣室 

掲示－救０8 

 



 

  

女性用 

更衣室 

長崎小学校避難所運営委員会・救護衛生部 

掲示－救０9 

 



 

  

長崎小学校避難所運営委員会・救護衛生部 

掲示－救１１ 

 



  



掲示－救１3 

 

 

 

 

ゴ ミ 処 理 に つ い て 

◆  避難者各自のゴミは、責任を持って決められた場所

に出してください。 

◆  ゴミは分別して、出してください。 

◆  分別方法は、いつもと同じです。 

◆  共同作業で発生するゴミは、担当者が責任を持って

出してください。 

◆  汚物・吐物等を処理したゴミは、内容物が漏れない

ように密閉してください。 

 

 

 

 

長崎小学校避難所運営委員会・救護衛生部 
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避難者居室(体育館)内 

ペット持ち込み禁止 

ペット専用の場所があります。 

救護衛生部にお尋ねください。 

 長崎小学校避難所運営委員会・救護衛生部 

掲示－救１５ 

 



掲示－救１８ 

 

 

 

自家用車で避難されて来た皆さんへ 

 避難所には、非常に多くの人が避難されて来ます。

校庭は一時避難場所やテント設営場所として使用

します。 

 また、周辺道路に駐車されますと、救急車などの

緊急車両や、飲料水や食糧の物資運搬車両の通行の

妨げになりますので、避難行動要支援者を除き自家

用車での避難は禁止されています。  

 自家用車はご自宅などの駐車場へおいて避難し

て来てください。 

 避難所の円滑な運営に、ご協力のほどお願い致し

ます。 

 

 

 

流 山 市 災 害 対 策 本 部 

長崎小学校避難所運営委員会・救護衛生部 
  

乗り入れ 

できません 



 

  

くつは ぬいで 

はいってね 

長崎小学校避難所運営委員会・救護衛生部 

掲示－救１９ 

 



 

隔 離 室 
長崎小学校避難所運営委員会・救護衛生部 

掲示－救１9 
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ペット置き場 
（必ずケージに入れてください） 

長崎小学校避難所運営委員会・救護衛生部 

掲示－救１６ 

 



長崎小学校避難所運営状況報告書【第　　報】

℡：7145-2111　　Fax：7145-3972 ℡  7158-1111
Fax  7158-6696

　　 7159-0954

日時　　　　年　　月　　日（　　　）　　　時　　　分 報告者名(自治会名)

委員長/副委員長 総 務 部 物資調達部 救護衛生部

前日までの数(Ａ) 新規登録者数(Ｂ) 退所者数(Ｃ) 利用者数(Ａ+Ｂ-Ｃ)

世帯数 世帯 世帯 世帯 世帯

人 数 人 人 人 人

世帯数 世帯 世帯 世帯 世帯

人 数 人 人 人 人

世帯数 世帯 世帯 世帯 世帯

人 数 人 人 人 人

朝 昼 夜 他（　　　　　）

食 食 食 食

食 食 食 食

電気：通電／停電 ガス：可能／不能 上水：通水／断水 下水：可能／不能

　　※「避難所内に受け入れた者」には、避難所敷地内での車中・テント生活者を含む。

送信先：流山市災害対策本部

送信元

食料の配布数

食料の内容(弁当等)

避
難
所
利
用
者
数

避難所に
受け入れ

た者

避難所以外
の場所に滞
在する者

合計

区　分

運
営
委
員
名

氏名(自治会名)

役　職

長崎小学校避難所運営委員会・総務部　　　　　　　様式-総01

食
糧
・
物
資
の
受
入

特
記
事
項

連
絡
事
項
（

対
応
状
況
・
要
望
な
ど
）

ライフライン

食糧・物資の受入・配布の状況

避難所運営委員会

行政担当者

施設管理者

区　分

食料の受入数



作成日時　　　　年　　月　　日（　　　）　　　時　　分 記入者名(自治会名)

役　職 委員長/副委員長 総務部 物資調達部 救護衛生部

氏名(自治会名)

区　分 前日までの数(Ａ) 新規登録者数(Ｂ) 退所者数(Ｃ) 利用者数(Ａ+Ｂ-Ｃ)

世帯 世帯 世帯 世帯

人 人 人 人

区　分 朝 昼 夜 他（　　　　　）

食料の受入数 食 食 食 食

食料の配布数 食 食 食 食

食料の内容(弁当等)

引
継
ぎ
事
項
・
他

長崎小学校避難所運営委員会・総務部

ボランティア受け入れ人数　　　人

避難所運営委員会の協議・伝達事項・対処すべき事項・予見される事項
（水及び食料の過不足・物資の過不足・風邪などの発生状況、避難所の生活環境、雰囲気など）

避
難
所
の
状
況

ボランティア活動内容

運
営
委
員
名

食
糧
・
物
資
の
受
入

長 崎 小 学 校 避 難 所 　運 営 日 誌　　　　     様式-総02

食糧・物資の受入・配布の状況

避難所に
受け入れた者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入

避
難
者
数



泉 さつき会 はやぶさ 豊台 ハイツ 長崎 市内

名都野 わかば 第二 ゆたか みどり台 四季野 市外

※　わかる範囲で書いてください。

退所日

性別 年齢 ペット 傷病

男・女 有・無

電話番号 ０４－

氏　名 氏　名

電話番号 自宅番号

家族 性別 年齢 車椅子 妊婦 認知症 感染症 透析中

1

2

3

4

5

6

7

安否情報のための情報開示について

①　親族・同居者からの照会に対し情報提供することを

②　知人からの照会に対し氏名・傷病情報を提供することを

③　上記以外の者からの照会に対する回答又は公表について

避難所記入欄

長崎小学校避難所　避難者世帯名簿　　　　　様式-総03

希望する・希望しない

希望する・希望しない

左記以外

備　　考

流山市　野々下・長崎　　　丁目

氏　　名

自治会名
（〇印）

入所日

住　所

携帯番号

　　　長崎小学校避難所運営委員会・総務部

ふりがな

代表者名

20  　年　　月　　日（　  ） 20  　　年　　月　　日（　）

緊　急
連絡先

同意する・同意しない

その他の傷病（負傷、疾病）の状況、障害者手帳の有無、食物アレルギーなどの特別な事情、メガ
ネや入れ歯の紛失、要望などがあれば記入ください。



様式-総04

№
登録票
の番号

入所日
(月/日)

代表
(〇)

ふりがな
氏　　名

性別
年
齢

要配慮者
（〇）

情報
公開

退所日
(月/日)

退所届
の番号 備　　考

1 ／ 男・女 可・否 ／

2 ／ 男・女 可・否 ／

3 ／ 男・女 可・否 ／

4 ／ 男・女 可・否 ／

5 ／ 男・女 可・否 ／

6 ／ 男・女 可・否 ／

7 ／ 男・女 可・否 ／

8 ／ 男・女 可・否 ／

9 ／ 男・女 可・否 ／

10 ／ 男・女 可・否 ／

11 ／ 男・女 可・否 ／

12 ／ 男・女 可・否 ／

13 ／ 男・女 可・否 ／

14 ／ 男・女 可・否 ／

15 ／ 男・女 可・否 ／

16 ／ 男・女 可・否 ／

17 ／ 男・女 可・否 ／

18 ／ 男・女 可・否 ／

19 ／ 男・女 可・否 ／

20 ／ 男・女 可・否 ／

※　総務部の担当者は、避難者が記入した避難者名簿に基づき、この名簿を作成します。

※　代表者区分には、世帯代表者に「〇」を記入し、世帯毎に実線で区切ります。

※　要配慮者の場合は「〇」を記入し、配慮すべき事項も記入します。

※　この様式への転記が完了したら「避難者名簿」の「登録」「退所」欄をチェックします。

　　　長崎小学校避難所　避難者名簿一覧表

長崎小学校避難所運営委員会・総務部

自治会名：　　　　　　　　　　 　　　班(その１)



届出日　　　年　　月　　日

氏　名 自　治　会　名 班

外泊先 住　　所 電話番号

月　　日　朝・昼・夕　食から

月　　日　朝・昼・夕　食まで

外泊期間

（　　泊　　日）

同 行 者 名
（計　　名）

※　外泊時は必ずこの用紙に記入し、総務部へ提出してください。

※　この用紙は、避難所の運営が軌道に乗ってから使用します。

長崎小学校避難所運営委員会・総務部

食事不要期間

緊急の場合の連絡先（携帯番号）

備　考

長崎小学校避難所　外泊届　　　　　様式-総05

月　　日　～　　　月　　日



　　　　年　　　月　　　日（　　） 受付番号
(総務部記入)

安否確認
への対応

ふりがな
〒　　　　－ 公開

・

（　　　　　　自治会） 電話　（　　　　）　　　　　－　　 非公開

ふりがな
〒　　　　－ 公開

・

電話　（　　　　）　　　　　－　　 非公開

ふりがな
〒　　　　－ 公開

・

電話　（　　　　）　　　　　－　　 非公開

ふりがな
〒　　　　－ 公開

・

電話　（　　　　）　　　　　－　　 非公開

ふりがな
〒　　　　－ 公開

・

電話　（　　　　）　　　　　－　　 非公開

ふりがな
〒　　　　－ 公開

・

電話　（　　　　）　　　　　－　　 非公開

長崎小学校避難所　退所届  　　　　　　　様式-総06

長崎小学校避難所運営委員会・総務部

退所後の連絡先
（住所は○○町○○丁目○○-○○まで記入）

※　退所後に安否の問い合わせや郵便物・宅配便などがあった場合に、
　　連絡先の住所・氏名を公開してよいか個人ごとに必ず記入ください。

備　　考

（退所しない家族の有無等）

※　総務部は退所届を避難者名簿一覧表と一緒に保存します。

世
帯
代
表
者

ご
　
家
　
族

退所する人
（自治会名）

退　所　日

※



社会福祉協議会・ボランティアセンター

住所　　流山市平和台2丁目1-2
　　　　流山市ケアセンター3階

電話　　7159-4939

Fax　　 7159-4736

【避難所記入欄】

依頼日時　　月　　日（　　）　　時　　分 担当者名　　

（具体的な）業務内容 人数

名 　　　　月　　日（　　）　　　時頃

名 　　　　月　　日（　　）　　　時頃

名 　　　　月　　日（　　）　　　時頃

名 　　　　月　　日（　　）　　　時頃

名 　　　　月　　日（　　）　　　時頃

【ボランティアセンター記入欄】

担当者名

（具体的な）業務内容 人数

名 　　　　月　　日（　　）　　　時頃

名 　　　　月　　日（　　）　　　時頃

名 　　　　月　　日（　　）　　　時頃

名 　　　　月　　日（　　）　　　時頃

名 　　　　月　　日（　　）　　　時頃

※　避難所では「避難所記入欄」に記入し原則Faxでボランティアセンターに送付する。

※　センターでは「ボランティアセンター記入欄」に記入し原則Faxで避難所に回答する。

※　Faxが使えない場合は伝票の控えを残し、伝令などの手段で確実に相手に手渡しする。

ボランティア派遣依頼書　　　　　様式-総０７

受信日時　　月　　日（　　）　　時　　分

長崎小学校避難所運営委員会・総務部

派　遣　希　望　日　時

派　遣　す　る　日　時

長崎小学校避難所運営委員会・総務部

住所　　流山市野々下2丁目10-1

電話　　7145-2111

Fax　　7145-3972



年　　月　　日

№ 氏名・住所・携帯電話番号
性
別

年　齢
保
険

活 動 内 容、他
開始時刻
終了時刻

氏名 男 20歳未満 有 ：

1 住所 ・ 20～49歳 ・ ～

携帯 女 50歳以上 無 ：

氏名 男 21歳未満 有 ：

2 住所 ・ 20～50歳 ・ ～

携帯 女 51歳以上 無 ：

氏名 男 22歳未満 有 ：

3 住所 ・ 20～51歳 ・ ～

携帯 女 52歳以上 無 ：

氏名 男 23歳未満 有 ：

4 住所 ・ 20～52歳 ・ ～

携帯 女 53歳以上 無 ：

氏名 男 21歳未満 有 ：

5 住所 ・ 20～50歳 ・ ～

携帯 女 51歳以上 無 ：

氏名 男 22歳未満 有 ：

6 住所 ・ 20～51歳 ・ ～

携帯 女 52歳以上 無 ：

氏名 男 23歳未満 有 ：

7 住所 ・ 20～52歳 ・ ～

携帯 女 53歳以上 無 ：

氏名 男 24歳未満 有 ：

8 住所 ・ 20～53歳 ・ ～

携帯 女 54歳以上 無 ：

氏名 男 22歳未満 有 ：

9 住所 ・ 20～51歳 ・ ～

携帯 女 52歳以上 無 ：

氏名 男 23歳未満 有 ：

10 住所 ・ 20～52歳 ・ ～

携帯 女 53歳以上 無 ：

※　災害ボランティア保険に無加入の場合はボランティアセンターで登録を指示します。

長崎小学校避難所　ボランティア名簿　　　　様式-総08

長崎小学校避難所運営委員会・総務部



　　　月　　日　　時　　分
受付者名

(自治会名)

　　　月　　日　　時　　分
確認者名

(自治会名)

氏　名 所　属

同
　
行
　
者

取
 
材
 
目
 
的

※　お帰りの際にも必ず受付へお寄りください。

流　山　市　災　害　対　策　本　部

長崎小学校避難所 取材者用受付用紙　　様式-総09

長崎小学校避難所運営委員会・総務部

受付日時

退所日時

特記事項

（名刺添付欄）
※ オンエア、記事発表などの予定

連絡先（住所、電話）

所　属

代
　
表
　
者

氏　名

避難所付添者氏名（自治会名）



通番　　　

宛　名

差出人

1  　月　 日
葉書・封書・小包・その他
（　　　　　　　　　　）

 　月　 日

2  　月　 日
葉書・封書・小包・その他
（　　　　　　　　　　）

 　月　 日

3  　月　 日
葉書・封書・小包・その他
（　　　　　　　　　　）

 　月　 日

4  　月　 日
葉書・封書・小包・その他
（　　　　　　　　　　）

 　月　 日

5  　月　 日
葉書・封書・小包・その他
（　　　　　　　　　　）

 　月　 日

6  　月　 日
葉書・封書・小包・その他
（　　　　　　　　　　）

 　月　 日

7  　月　 日
葉書・封書・小包・その他
（　　　　　　　　　　）

 　月　 日

8  　月　 日
葉書・封書・小包・その他
（　　　　　　　　　　）

 　月　 日

9  　月　 日
葉書・封書・小包・その他
（　　　　　　　　　　）

 　月　 日

10  　月　 日
葉書・封書・小包・その他
（　　　　　　　　　　）

 　月　 日

11  　月　 日
葉書・封書・小包・その他
（　　　　　　　　　　）

 　月　 日

12  　月　 日
葉書・封書・小包・その他
（　　　　　　　　　　）

 　月　 日

13  　月　 日
葉書・封書・小包・その他
（　　　　　　　　　　）

 　月　 日

14  　月　 日
葉書・封書・小包・その他
（　　　　　　　　　　）

 　月　 日

15  　月　 日
葉書・封書・小包・その他
（　　　　　　　　　　）

 　月　 日

16  　月　 日
葉書・封書・小包・その他
（　　　　　　　　　　）

 　月　 日

17  　月　 日
葉書・封書・小包・その他
（　　　　　　　　　　）

 　月　 日

18  　月　 日
葉書・封書・小包・その他
（　　　　　　　　　　）

 　月　 日

19  　月　 日
葉書・封書・小包・その他
（　　　　　　　　　　）

 　月　 日

20  　月　 日
葉書・封書・小包・その他
（　　　　　　　　　　）

 　月　 日

※ 総務部で一括して受け取り避難者へ直接手渡します。不在の場合は総務部で保管します。

※ 総務部の担当者は「受付月日」～「郵便物等の種類」欄に記入します。 

※ 受取の際は「受取月日」「受取人」「自治会名」欄に記入してもらいます。

№

長崎小学校避難所運営委員会・総務部

長崎小学校避難所　郵便物・宅配便取次ぎ簿　　様式-総10

受付月日 郵便物・宅配便の種類 受取月日 受取人 自治会名



長崎小学校避難所運営委員会・物資調達部 流山市災害対策本部

住所　　流山市野々下2丁目10-1 住所　　流山市平和台１丁目1-１

電話　　7145-2111 電話　　7158-1111

Fax　　7145-3972 Fax　　7158-6696／7159-0954

依頼者名

受付者名(部署名)

処理担当者

※　避難所では「避難所記入欄」に記入し原則FAXで市災害対策本部救援部に送付する。

※　FAXが使えない場合は伝票の控えを残し、伝令などの手段で確実に相手に手渡しする。

※　市対策本部では「災害対策本部記入欄」に記入し原則FAXで避難所運営委員会・総務部に送付する。

※　避難所運営委員会・物資調達部は、食料の受領時に確認を行い、市災害対策本部救援部へ報告する。

長崎小学校避難所運営委員会・物資調達部

食
　
料

　避難者用　　　　　食（市担当者、施設管理者を含む）

　在宅避難者用　　　　食　　　　　合計　　　　　　食
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（内、柔らかい食事）　　　　　食

※ 食事１回あたりの数量を記載してください。増減のある場合、新たに提出してください。

　避難者用・在宅避難者用　　　　本　（食料と同時に配給するお茶・水など）

※ 食事１回あたりの数量を記載してください。増減のある場合、新たに提出してください。

飲
料
水

その他の依頼内容

食料・飲料水要請・送受信票 兼 処理表  　　　様式-物01

発注業者
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX　　　　　　　　℡

配送業者
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX　　　　　　　　℡

到着予定時刻

　　月　　日　午前・午後　　時　　分頃

避
　
難
　
所
　
記
　
入
　
欄

　避難者用　　　　　食

　在宅避難者用　　　　食　　　　　合計　　　　　　食
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（内、柔らかい食事）　　　　　食

食
　
料

　避難者用・在宅避難者用　　　　本
飲
料
水

市
 

災
 

害
 

対
 

策
 

本
 

部
 

記
 

入
 

欄

発信日時　　　月　　日　　　時　　分

受付日時　　　月　　日　　　時　　分



品　　名 数量 備考（規格、サイズ等） 手配数 手配先 担当者

※　避難所では「避難所記入欄」に記入し原則FAXで市災害対策本部に送付する。

※　FAXが使えない場合は伝票の控えを残し、伝令などの手段で確実に相手に手渡しする。

※　市対策本部では「災害対策本部記入欄」に記入し原則FAXで避難所運営委員会・総務部に送付する。

※　避難所運営委員会・物資調達部は、食料の受領時に確認を行い、市災害対策本部へ報告する。

依頼者名 ： 受付者名（部署名）：

物資要請・送受信票（食料除く） 兼 処理表　　　様式-物02

長崎小学校避難所運営委員会・物資調達部

　配達者名
　℡（Fax）

　配達日時　　　月　　日　　時　　分

　出荷日時　　　月　　日　　時　　分

運営委員会・物資調達部

電話　7145-2111

Fax　7145-3972

流山市災害対策本部

電話　　7158-1111

Fax　　7１58-××××

避難所受領者サイン

送信日時 ：　　　月　　日　　　時　　分

避　難　所　記　入　欄

流山市災害対策本部

住所　　流山市平和台１丁目1-１

電話　　7158-1111

Fax　7１58-6696／7159-0954

電話　　7145-2111

Fax　　7145-3972

住所　　流山市野々下2丁目10-1

長崎小学校避難所運営委員会・物資調達部

受付日時  ： 　　月 　日　 時 　分

市災害対策本部記入欄



品　　名 巻 サイズ等 60ｍ巻

年 月 日 受入
どこから届いたか

払出先
どこへ(誰に)出したか

受 払 残 記入者 備　考

2025.11.02 デーツー 50 50 長小太郎

2025.11.03 救護衛生部 10 40 長小次郎

2025.11.10 野々下福祉会館 20 20 長小太郎

・物資の受領時に、記載します。　朝/昼/夕食と付帯の飲み物は記載しません。

・１品目につき、１枚作成します。

・この用紙は、避難所で保管します。

長崎小学校避難所　物資受払簿　　　　　　様式-物03

トイレットペーパー 単位呼称

長崎小学校避難所運営委員会・物資調達部

記 入 例



品　　名 サイズ等

年 月 日 受入
どこから届いたか

払出先
どこへ(誰に)出したか

受 払 残 記入者 備　考

・物資の受領時に、記載します。　朝/昼/夕食と付帯の飲み物は記載しません。

・１品目につき、１枚作成します。

・この用紙は、避難所で保管します。

長崎小学校避難所　物資受払簿　　　　　　様式-物03

単位呼称

長崎小学校避難所運営委員会・物資調達部



品　　名 数量 備考（小児用、錠剤等） 手配数 手配先 担当者

※　避難所では「避難所記入欄」に記入し原則FAXで市災害対策本部に送付する。

※　FAXが使えない場合は伝票の控えを残し、伝令などの手段で確実に相手に手渡しする。

※　市対策本部では「災害対策本部記入欄」に記入し原則FAXで避難所に送付する。

※　避難所運営委員会・救護衛生部は、市販薬の受領時に確認を行い、市災害対策本部へ報告する。

依頼者名 ： 受付者名（部署名）：

市販薬調達要請書　兼　処理表

長崎小学校避難所運営委員会・救護衛生部

　配達者名
　℡（Fax）

　配達日時　　　月　　日　　時　　分

　出荷日時　　　月　　日　　時　　分

運営委員会・救護衛生部

電話　7145-2111

Fax　7145-3972

流山市災害対策本部

電話　　7158-1111

Fax　7158-6696／7159-0954

避難所受領者サイン

送信日時 ：　　　月　　日　　　時　　分

避　難　所　記　入　欄

流山市災害対策本部

住所　　流山市平和台１丁目1-１

電話　　7158-1111

Fax　7158-6696／7159-0954

電話　　7145-2111

Fax　　7145-3972

住所　　流山市野々下2丁目10-1

長崎小学校避難所運営委員会・救護衛生部

受付日時  ： 　　月 　日　 時 　分

災害対策本部記入欄



流山市災害対策本部

住所　　流山市平和台１丁目1-１

電話　　7158-1111

Fax　7158-6696／7159-0954

【避難所 記入欄】

依頼日時　　月　　日（　　）　　時　　分 担当者名（自治会名）：

派　遣　希　望　日　時

　　月　　日（　　）　　　時頃

運営委員会・救護衛生部

電話　7145-2111

Fax　7145-3972

【流山市災害対策本部 記入欄】

　　担当者名：

派　遣　す　る　日　時

　　月　　日（　　）　　　時頃

※　避難所では「避難所記入欄」に記入し原則Faxで市災害対策本部に送付する。

※　対策本部では「流山市災害対策本部記入欄」に記入し原則Faxで避難所に回答する。

※　Faxが使えない場合は伝票の控えを残し、伝令などの手段で確実に相手に手渡しする。

応急危険度判定士派遣依頼書

返信日時　　月　　日（　　）　　時　　分

長崎小学校避難所運営委員会・救護衛生部

Fax　7158-6696／7159-0954

長崎小学校避難所運営委員会・救護衛生部

住所　　流山市野々下2丁目10-1

電話　　7145-2111

Fax　　7145-3972

（具体的な）依　頼　内　容

流山市災害対策本部

電話　　7158-1111

派　遣　者　名



品　　名 数量 備考（設置場所、等） 手配数 手配先 担当者

冷房設備 体育館用

冷房設備 教室用

暖房設備 体育館用

暖房設備 教室用

洗濯機

※　避難所では「避難所記入欄」に記入し、原則FAXで市災害対策本部に送付する。

※　FAXが使えない場合は伝票の控えを残し、伝令などの手段で確実に相手に手渡しする。

※　市対策本部では「災害対策本部記入欄」に記入し原則FAXで避難所に送付する。

※　運営委員会・救護衛生部は、設備の受領・設置時に稼働確認を行い、市災害対策本部へ報告する。

依頼者名 ： 受付者名（部署名）：

冷暖房設備等調達要請書　兼　処理表

長崎小学校避難所運営委員会・救護衛生部

　配達者名
　℡（Fax）

　配達日時　　　月　　日　　時　　分

　出荷日時　　　月　　日　　時　　分

運営委員会・救護衛生部

電話　7145-2111

Fax　7145-3972

流山市災害対策本部

電話　　7158-1111

Fax　7158-6696／7159-0954

避難所確認者サイン

送信日時 ：　　　月　　日　　　時　　分

避　難　所　記　入　欄

流山市災害対策本部

住所　　流山市平和台１丁目1-１

電話　　7158-1111

Fax　7158-6696／7159-0954

電話　　7145-2111

Fax　　7145-3972

住所　　流山市野々下2丁目10-1

長崎小学校避難所運営委員会・救護衛生部

受付日時  ： 　　月 　日　 時 　分

災害対策本部記入欄



呼掛－物 0１  

 

食料の配布連絡 

 

こちらは、避難所運営委員会・物資調達部です。 

食料の配布についてお知らせします。 

本日、○○時から××（例：菓子パン、おにぎり、お弁当、お茶）

を配布しますので、時間になりましたら、各班の代表者は新棟昇降

口にお集まりください。 

 ※ 再度繰り返します。 

 

以上で連絡を終了します。 

 



呼掛－物 02  

 

物資の配布連絡 

 

こちらは、避難所運営委員会・物資調達部です。 

物資の配布についてお知らせします。 

本日、○○時から××（例：子供用紙おむつ、歯ブラシ、・・・）

を配布しますので、時間になりましたら、必要な方は新棟昇降口に

お集まりください。 

 ※ 再度繰り返します。 

 

以上で連絡を終了します。 

 









  















 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェックリスト・マニュアル・ポスター 

衛生状態の悪化が懸念される災害発生時に避難所での

食中毒を防止するためのポイントをまとめています。 

チェックリスト 

 食品の取り扱い時の注意点を示しています。 

  ⇒ 食品の受け入れ、保管、配布、自炊等 

マニュアル 

 食中毒予防のための作業の手順を示したものです。 

  ⇒ 館内放送、消毒液の作り方、トイレ清掃、 

  おう吐物・ふん便処理 

ポスター 

 避難者等に食中毒予防を注意喚起するためのものです。 

 避難所の開設後、各場所に掲示してください。 

  ⇒ 手洗い場用、トイレ用、炊事場用、食品配布場所用 

長崎小学校避難所運営委員会・救護衛生部 



【目 次】 

１ 避難所運営用チェックリスト・マニュアル 

 資料１(表) 食中毒予防のために揃えたい衛生用品（例） 

 資料１(裏) 手洗い環境の整備 

 資料２ 食品の受け入れチェックリスト 

 資料３ 食品の保管チェックリスト 

 資料４ 食品の配布チェックリスト 

 資料５ 自炊・炊き出し・差し入れへの対応チェックリスト 

 資料６ 食中毒発生の疑いがある場合の対応チェックリスト 

 資料７ 食中毒予防に関する館内放送マニュアル 

 資料８ 塩素系消毒液（次亜塩素酸ナトリウム液）の作り方マニュアル 

 資料９ トイレ清掃マニュアル 

 資料１０ おう吐物・ふん便処理マニュアル 

２ 掲示用ポスター （多言語版は必要に応じて印刷・掲示します） 

 資料１１ 手洗い場用ポスター 

 資料１２ 手洗い場用ポスター多言語版 

 資料１３ トイレ用ポスター 

 資料１４ トイレ用ポスター多言語版 

 資料１５ 炊事場用ポスター 

 資料１６ 炊事場用ポスター多言語版 

 資料１７ 食品配布場所用 食中毒予防ポスター 

 資料１８ 食品配布場所用 食中毒予防ポスター多言語版 

 資料１９ 食品配布場所用 食物アレルギー注意喚起ポスター 

 資料２０ 食品配布場所用 食物アレルギー注意喚起ポスターポスター多言語版 

3 問い合わせ先 

 資料２１ 食中毒に関する問い合わせ先（保健所一覧） 



































食中毒に関する問い合わせ先 

機 関 名 所 在 地 電 話 番 号 

松戸健康福祉センター 

（松戸保健所） 

松戸市小根本 7  

総 務 課 047-361-2121 

疾病対策課 047-361-2139 

 

 

 

長崎小学校避難所運営委員会・救護衛生部 



 

避難所運営委員会 
避難所運営委員会 

避難所運営委員会 
避難所運営委員会 

ファーストミッションボックス の 

中のカード 
 

・ご無事でよかったです。 

・あなたに、これからやって 

 頂くことはこの箱の中にあ 

 るカードに書いてあります。 

 それを順番にやるだけです。 

地震で駆け付けた 

あなたへ

ミッション１：Ａさん 

避難所運営委員会委員経験者を３人集める 

 

①  箱の中のカードを３人に 

１枚ずつ渡す。 

② 1時間以内に状況を報告してもらう。 

 

完了後、ホワイトボードに 

マーカーで記入する。 

ミッション 2：Ｂさん 

 

①  施設安全点検シートに基づき体育館が 

避難所として使用可能か否かを判断する。 

②  ３０分以内に結果をＡさんに報告する。 

 

施設安全点検シート 

・建物が傾斜しましたか？ 

・建物の外壁が壊れましたか？ 

・床が壊れましたか？ 

・ 

ミッション 3：Ｃさん 

 

ミッション 4：Ｄさん 

避難所を開設する 

① 長机、椅子、ホワイトボードを持って来る。 

② ステージ上にレイアウト図通りに配置する。 

③ 1時間以内にＡさんに状況を報告する。 

① 体育館フロアーを区分けする。 

② 「避難所開設準備中」札を避難者が見える所

に掲示する。 

③ 避難者に呼び掛けて体育館の外で待機して

もらう。 

④ 避難者受付窓口を設置する。 

⑤ 避難者名簿を準備する。 

⑥ 1時間以内にＡさんに状況を報告する。 

レイアウト図 
（Ａ～Ｄさんのイメージ像）  

過去に避難所運営委員会委員を

務めたことのある人で 

Ａさん：最初に避難所に来た人 

Ｂ、Ｃ、Ｄさん：２、3、4番目

に避難所に来た人 

流山市役所市民生活部防災危機管理課 

流山市立長崎小学校避難所運営委員会 



 

 

 

 

 

 

  

到着後、避難所開設までにやるべきこと！ 

Ｆｉｒｓｔ Ｍｉｓｓｉｏｎ Ｂｏｘ 

長崎小学校避難所運営委員会 
 



地震で駆け付けたあなたへ 
 

・ご無事でよかったです。 

・あなたに、これからやって頂くことは 

この箱の中にあるカードに書いてあります。 

それを順番にやるだけです。 

 

 

 
  

では、ミッションカードへ！ では、ミッションカードへ！ では、ミッションカードへ！ 



 

 

 

① ベスト(ゼッケン名 ： ミッション１・リーダー)を着用する。 

② 箱の中のカードを３人に１枚 （ミッション４のみ２枚）と 

 備品(ベスト、ヘルメット(ミッション２のみ))を配布する。 

③ ６０分以内に状況を報告してもらう。 

④ 各ミッション終了後にカードを全て回収する。 

⑤ ミッション６（避難所運営委員会立ち上げ）を実行する。 

ミッション１ 避難所運営委員会委員を３人集める 

 確認欄（ホワイトボードマーカーで記入）  担当者名  完了時刻 

方 法 集まらない場合は 

避難者に協力を求める 



 
 

 

 

①  自分と一緒に行動してくれる協力者を１人見つける。 

②  ベスト(ゼッケン名 ： ミッション２ リーダー)を着用し、 

 ヘルメットを被る。 

③  ２人一組で施設安全点検シート（本キット内に収納） に基づき 

 体育館が避難所として使用可能か否かを判定する。 

④  ３０分以内に結果をミッション 1 リーダーに報告する。 

⑤  ミッション終了後はミッション４（避難所開設準備）に参加する。  

ミッション２  体育館の安全を点検する 

方 法 

 確認欄（ホワイトボードマーカーで記入）  担当者名  完了時刻 



 

 

 

 

 

 

① 協力者を３人以上集める。 

② ベスト(ゼッケン名 ： ミッション３ リーダー)を着用する。 

③ 長机４台をステージ右手奥から、椅子１２脚をステージ下の 

 収納庫から、ホワイトボードを図書室(校舎２階)から持ってくる。 

④ ステージ上に右図のように配置する。 

⑤ 役職札を机の前に貼る。 

⑥ 完了後、ミッション１ リーダーに報告する。 
  

 
方 法 

ミッション３  避難所運営委員会本部を設置する 

 確認欄（ホワイトボードマーカーで記入）  担当者名  完了時刻 

 

（本部/委員長、副委員長、運営部長×３） 

体育館ステージ 

 

  

ホワイト 

ボード



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ベスト(ゼッケン：ミッション４ リーダー)を着用する。 

② 協力者を６名以上集める。 

③ 「避難所開設準備中」札を避難者が見える所に掲示する。 

④ 避難者に呼び掛けて体育館の外で待機してもらう。 

⑤ 校門前にカラーコーンをおいて車の侵入を防ぐ 

⑥ 体育館フロアーをレイアウト図（ミッション 4.1）に区分けする。 

⑦ 避難者の受付窓口をレイアウト図通り設置する。 

⑧ 避難者名簿（別ケースに収納）を窓口に配置する。 

⑨ 完了後、ミッション 1 リーダーに報告する。 
 

ミッション４  避難所の開設準備をする 
方 法 

 確認欄（ホワイトボードマーカーで記入）  担当者名  完了時刻 



  ミッション４.1 避難所（体育館）レイアウト図 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

➀ その場にいる避難所運営委員を集める。 

➁ 避難所運営委員を中心に委員会を立ち上げる。 

  人数が不足する場合は避難者に協力を求める。 

③ 委員長(不在の場合は互選)に以降の運営を委ねる。 

ミッション５ 運営委員会を立ち上げる 

方 法 

 確認欄（ホワイトボードマーカーで記入）  担当者名  完了時刻 

ミッション１ リーダーの役目はここまでです。 お疲れ様でした。 

引き続き、避難所の運営にご協力をお願いします。 



 
ミッション６ 避難者の受入れを開始する 

① 避難所運営委員会が発足したことを宣言する。 

② 避難所受付窓口にベストを着用して受付要員４名以上、   

 誘導要員６名以上を配置する。 

③ 準備が整い次第、避難者の受入れを開始する。 

 「避難行動要支援者」を最初に受け入れる。 

④ 避難者受入完了後は運用フェーズに移行する。 
 

方 法 ここからは、運営委員会委員長の役目です。 

 確認欄（ホワイトボードマーカーで記入）  担当者名  完了時刻 



 

呼掛－開 0１  

校庭での待機要請（開設準備中） 

こちらは長崎小学校避難所運営委員会です。 

只今、避難所の開設準備を進めているところです。 

体育館の安全性が確認でき次第、皆さんを館内に案内します

ので、しばらく安全な校庭で待機願います。 

現在分かっている災害情報は[          ]という

程度です。 

この地区や市の被害状況は現在確認中で、はっきりしたことは

分かっていません。 

流山市においても災害対策本部が設置され、関係機関ととも

に対策が進められていると思われますので、落着いて行動して

ください。 

なお、皆さんの中で開設準備にご協力いただける方がいらっ

しゃいましたら、どなたでも結構です、私のところまでお越し

ください。 ご協力いただければ、それだけ早く避難所を開設

することができます。 

また、負傷された方、体調が悪い方がいらっしゃいました

ら、避難所開設後に救護衛生部までお越しください。 

※ 繰り返します。 

長崎小学校避難所開設・ファーストミッションボックス 

落ち着いて、ゆっくり



 

呼掛－開 02  

 

避難所内への誘導・案内（受付け開始時） 

こちらは長崎小学校避難所運営委員会です。 

只今、体育館の安全確認が終了し、避難所の開設準備が整いまし

たので、皆さんを館内に案内します。 

受付で、住所・氏名などを世帯ごとに記入していただき、避難所

での生活ルールを確認してから入室してください。早い者勝ちでは

ありませんので、今からお伝えする順番に受付をしてください。 

障がいのある方や傷病者、８０歳以上の方、乳幼児をお連れの方

を優先して、入室していただきます。それでは該当する方は受付に

お進みください。 

（該当者の受付終了を確認して・・・） 

次ですが、避難所内は自治会単位で居住スペースを確保してあり

ますので、混乱を避けるために受付は自治会単位で行います。 ご

協力をお願いします。 

それでは、まず○○自治会さん受付をしてください。 

（○○自治会終了後）次に△△自治会さん受付をしてください。 

（以下、補足説明の順番に受付開始を案内します）  

 

 

 

 

 

 

長崎小学校避難所開設・ファーストミッションボックス 

（補足説明） 自治会単位での受付順番は次のとおりです。 

 １番目は当該年度の委員長当番の自治会です。２番目は副委員長（次年度に委員長

当番となる予定の自治会）です。長崎小学校区の１２自治会の受付終了後に校区外の

避難者の受付をします。 委員長当番は以下のサイクルになっています。 

（令和２年度）はやぶさの森⇒（３年度）豊台⇒流山ハイツ⇒長崎⇒名都野⇒野々下

わかば⇒野々下第二⇒ゆたか⇒みどり台⇒四季野⇒泉⇒野々下さつき会⇒（以降、繰

り返し）はやぶさの森・・・ 

落ち着いて、ゆっくり



 

呼掛－開 0３  

 

 

開設不可の案内（体育館が使用できない場合） 
 

 こちらは長崎小学校避難所運営委員会です。 

 ただいま、体育館の安全点検を行いましたが、施設に亀

裂が入るなどの被害が生じているため、余震などによりさ

らに損壊する危険があることから、避難所としては使用で

きません。 

 流山市災害対策本部とは他の施設の利用について、長崎

小学校とは校舎の利用について協議しています。 最寄り

の施設としては、野々下福祉会館、県立特別支援学校流山

高等学園、八木中学校があります。 当該施設の安全確認

や避難路の安全確認作業中です。もう暫くお待ちくださ

い。 

なお、皆さんの中で開設準備にご協力いただける方がお

られましたら、どなたでも結構です、私のところまでお越

しください。 ご協力いただければ、それだけ早く避難所

を開設することができます。 

 ※ 繰り返します 

 

長崎小学校避難開設・ファーストミッションボックス 

 

体育館損壊 



 

呼掛－開 0４  

 

他の避難所への移動案内 
 

 こちらは長崎小学校避難所運営委員会です。 

 ただいま、体育館の安全点検を行いましたが、施設に亀裂が入る

などの被害が生じているため、余震などによりさらに損壊する危険

があることから、避難所としては使用できません。 

 流山市災害対策本部と他の施設の利用について協議した結果、 

要配慮者（障がいのある方や傷病者、８０歳以上の方、乳幼児をお

連れの方）は○○（野々下福祉会館を想定）へ、それ以外の方は△

△（県立特別支援学校流山高等学園、または八木中学校を想定）へ

移動することになりました。 

 要配慮者（障がいのある方や傷病者、８０歳以上の

方、乳幼児をお連れの方）の方は避難所運営委員会の

避難誘導者に従い○○へ避難を始めてください。 

それ以外の方の移動は自治会単位で行います。各自治会の代表者

の方は自分の自治会の避難者の取りまとめをお願いします。準備が

できた自治会からお互いに助け合って△△へ移動をお願いします。 

なお、皆さんの中で避難所開設準備にご協力いただける方がいら

っしゃいましたら、どなたでも結構です、私のところまでお越しく

ださい。 ご協力いただければ、それだけ早く避難所を開設するこ

とができます。 

 ※ 繰り返します 

 

長崎小学校避難所開設・ファーストミッションボックス 


